
サンケイ化学　農薬登録情報  

ノンブラスバリダフロアブル 
トリシクラゾール・バリダマイシン・フェリムゾン水和剤 

登録番号：農林水産省登録第 23690 号（登録会社：協友アグリ株式会社） 

有効成分：トリシクラゾール・・・8.0％  FRAC ｺｰﾄﾞ：16.1 

バリダマイシン・・・・5.0％    FRAC ｺｰﾄﾞ：U18 

フェリムゾン ・・・・15.0％    FRAC ｺｰﾄﾞ：U14 

毒  性：普通物（毒物及び劇物でないものを指していう通称） 

販売ｴﾘｱ ：熊本県・鹿児島県 

適用拡大登録取得のお知らせ
 

弊社取り扱い商品「ノンブラスバリダフロアブル」が令和 8 年 7 月 22 日付で下記の内容を適用

拡大いたしました。 

 

【適用病害虫の範囲または使用方法変更の内容】 

・作物名「稲」の希釈倍数「1000 倍」および「8 倍」に適用病害虫名「もみ枯細菌病」を追加する。 

・作物名「稲」の使用方法「無人ヘリコプターによる散布」を「無人航空機による散布」に変更する。 

 

【適用病害虫名および使用方法】 

作

物

名 

適用病害虫名 
希釈 

倍数 

使用 

液量 

使用 

時期 

本剤の 

使用回数 

使用 

方法 

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙを 

含む農薬の 

総使用回数 

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝを

含む農薬の 

総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

稲 

いもち病 

紋枯病 

もみ枯細菌病 

1000 倍 

60～ 

150L 

/10a 

収穫 14 日

前まで 

2 回 

以内 

散布 
4 回以内 

(育苗箱へ 

の処理は 

1 回以内、 

本田では 

3 回以内） 

6 回以内 

(育苗箱灌注 

は 1 回以内､ 

本田では 

5 回以内) 

2 回以内 
8 倍 

800mL 

/10a 

無人航空 

機による 

散布 

いもち病 

紋枯病 
300 倍 

25L 

/10a 
散布 

 

 
【使用上の注意事項の変更について】 

【変更後】 

使用上の注意事項 

（１）使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。 

（２）本剤は長期間貯蔵しておくと分離するので、使用の際は容器をよく振って均一な状態に戻してから所定量

を取り出すこと。 

（３）散布液調製後はそのまま放置せず、できるだけすみやかに散布すること。 

（４）本剤を無人航空機による散布に使用する場合は次の注意を守ること。 



①各散布機種の散布基準に従って実施すること。 

②無人航空機による散布にあたっては散布機種に適合した散布装置を使用すること。 

③散布中、薬液が漏れないように機体の散布用配管その他散布装置の十分な点検を行うこと。 

④散布薬液の飛散によって動植物、特に野菜類の幼苗、なし（二十世紀、幸水、新水等）等の農作物の危

被害や自動車の塗装等に被害を与えるおそれがあるなど、各分野に影響があるので、散布区域内の諸物

件に十分留意すること。 

⑤水源池、飲料用水等に本剤が飛散流入しないように十分注意すること。 

⑥作業終了後は次の項目を守ること。 

ａ使用後の空の容器は放置せず安全な場所に廃棄すること。 

ｂ機体散布装置は十分洗浄し薬液タンクの洗浄廃液は安全な場所に処理すること。 

（５）本剤を希釈倍数 300 倍で使用する場合は、少量散布に適合したノズルを装着した乗用型の速度連動式地

上液剤散布装置を使用すること。 

（６）野菜類の幼苗及びなし（二十世紀、幸水、新水等）には薬害を生じるおそれがあるので、かからないよう

に注意して散布すること。 

（７）たばこ、けいとう及びだいず、あずき、いんげんまめの幼植物には薬害を生じるおそれがあるので、かか

らないように注意して散布すること。 

（８）きく（秀芳の力等）には薬害を生じるおそれがあるので、かからないように注意して散布すること。 

（９）本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合

は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

 

なお、ご使用の際は商品に貼付してあるラベルをご一読下さい。 

 

 

 

 

 

 

          

  

本社 〒891-0122 鹿児島県鹿児島市南栄二丁目 9 番地 TEL:(099)-268-7588 


